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 ５月に自校田に植えた稲がたわわに実り，９月２８日（火），鎌と黒曜石を使って稲刈りを

行いました。５年生は萱場地区の奥山壽さんのお手本（刈り方・束ね方）をじっくり見てから，

１人３株を刈り取り，２人分を合わせた６株を１束として稲わらで束ね，ハセに掛けました。

ほとんどの子が初めての体験の中，稲を束ねる作業には苦戦しましたが，奥山さんの手助けを

受け，自校田の稲を全て刈り取りました。 

 ハセ掛けした稲は，このまま約３週間乾燥させます。次回は脱穀をする予定です。 

 

 

 

 

Tel:中学校 090-9148-1396 Tel：小学校 070-1287-8026 

住吉台中学校区 

学校支援地域本部だより 

２０２１年度版 

NO.３ 

令和３年１０月７日発行 

  
小学校 

 ９月最終週の４日間，５・６年生はミシンの

授業でエプロンを作りました。今年度も密を避

けるため，家庭科室と理科室の２か所に分かれ

て行いました。 

 ボランティアさんはミシンかけやアイロン

作業だけでなく，鏡の前での丈決め，ポケット

の位置決め等，多くの場面できめ細かく子ども

たちにアドバイスをしてくださいました。 

ご協力いただいた保護者・地域の皆様ありが

とうございました。 

★ ５年生 米作り（稲刈り）★ 

★ ５・６年生 ミシンボランティア ★ 

黒曜石 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月２２日(水)，６年生は住吉だい鼓の反田恵美子さんと髙橋吏世さんをお招きして，太鼓

の叩き方と心構えを指導していただきました。 

 「太鼓はおなかで叩きます」という反田さんの言葉に最初は驚いた６年生でしたが，指導が

進むうちに，構える姿勢や叩くコツなどを覚えていきました。１組と２組がお互いに向かい合

って叩くことで，叩く姿も徐々に様になり，最後は締め太鼓に合わせたリズム打ちまでできる

ようになりました。児童の熱心に取り組む様子に反田さんと髙橋さんは，「短時間でとても上

達しました。私たちも楽しく叩けて，６年生から元気をもらうことができました」と感想を述

べられました。 

 

 昨年，今年とコロナの影響で例年通りの学習や行事は行

えません。でも，住吉台小学校を見守り，励ましてくださ

る方々は例年以上に多いかもしれません。１学期の間に多

くの学習教材を地域の方や保護者の方にご提供いただき

ました。 

 ３年生はモンシロチョウの幼虫をキャベツやブロッコ

リーなどの野菜と一緒に，また，アゲハチョウの幼虫もい

ただきました。また，カブトムシボランティアの方が幼虫

をオープンスペースに置いてくださり，サナギになる過程

を観察することができました。３年生の教室の周りはさな

がら昆虫ワールドでした。 

 ４年生は８５センチもある大きなヘチマを，５年生は観

察用のメダカをいただきました。 

 今年度も夏まつりが行えなかったので，オオムラサキク

ラブの希望する子どもに「カブトムシ」を渡しましたが，

地域の方からもカブトムシをいただくことができ，多くの

子どもたちにつがいで渡すことができました。 

夏休み明けには，「タマゴが生まれたよ」とうれしい報告

もあったそうです。 

 皆さまのあたたかなお気持ちで子どもたちの体験がさ

らに豊かになっています。心より御礼申し上げます。 

Ｒ３－３ 

★ ６年生 太鼓の指導 ★ 

★ 皆さまのご協力に感謝 ★ 


